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１．組織概要 

 

（１） 会社概要 

・事業所名    株式会社東北三之橋 

・環境管理統括者  代表取締役社長  長島 賢 

・環境管理責任者  工場長    持木 光記 

・環境管理事務局長  総務課課長    宍戸 清一 

 

 

（２） 所在地 

・本社・丸森工場 ： 〒981-2112 宮城県伊具郡丸森町字寺内前 51-1 

TEL：0224-72-2760  床面積：15,769 ㎡ 

・相 馬 工 場： 〒976-0005 福島県相馬市光陽 2 丁目 3-2 

    TEL：0244-64-2121  床面積：9,455 ㎡ 

 

（３） 事業内容 

1) 製造品目：自動車用特殊ボルト・自動車用ねじ付き部品、冷間鍛造部品 
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2) 主要製造工程：冷間圧造(金型製造を含む)、ねじ転造、プレス、切削、熱処理、鍍金、ジオメット 

 
 

 

3) 年 商：60 億円 

 

4) 従業員数：202 名（2022 年 6 月現在） 

 

 

（４） エコアクション 21 認証・登録範囲 

・対象事業所：株式会社東北三之橋 本社・丸森工場、相馬工場 

  （敷地内に常駐する業者の活動も含む） 

・対 象 活 動：自動車の鍛造部品、ボルト・ナット及び精密切削加工部品の設計・開発及び鍛造 

 

 

＜問合せ先＞ 本社 総務課 宍戸（メールアドレス等は目次ページへ記載） 
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２．事業活動の基本方針とその関連要素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

”長く勤めたい会社を目指して”

環境経営の基本方針と具体的取組み事項

（1）永続的企業活動

（2）サンノハシにしか作れない

自動車用特殊ボルト製造

社会動向・社会的要求への対応

品質マネジメントシステムの構築

環境経営システムの構築・IATF16949認証・取得

・ISO Q 9100 認証・取得

・EA21認証・取得

・内部コミュニケーション

環境負荷削減

法令遵守

・品質向上、不良率削減

・技術力向上

・改善活動

・工程管理

・生産コントロール、生産性向上

・金型命数向上

・作業方法の標準化

・製造原価低減

・新製品製造

・設備保全

・廃棄物管理

（排出抑制、リサイクル）

・危険物、化学物質管理

・緊急事態対策

・エネルギー削減

・作業環境の改善、向上

・外部コミュニケーション

・地域連携

新部品の採用・新技術の開発立上げ

・人材確保

・人材育成

・健康管理

・労務管理の強化

・労働安全衛生

・労働災害撲滅

・海外研修生教育

・グループ企業との連携

・5S、挨拶、明るい職場

・モチベーション向上

・建物管理

・ユーティリティー確保

・輸送、移動

・情報収集
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３．環境経営方針 
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４．環境経営目標及び実績 
 

 

株式会社　東北三之橋

作成日　2021年4月20日

目標達成 目標未達 更新日　2022年6月1日

2019年 2020年 2021年 2022年

目標 目標

実績 実績

11,538 前年度より削減 前年度より削減 前年度より削減

(ｔ-CO2) (ｔ-CO2) (ｔ-CO2) (ｔ-CO2)

6,213 6,202

5.05 4.86 4.66 4.46

(%) (%) (%) (%)

6.20 5.70

59.33 75.00 80.00 85.00

(㎏/月) (㎏/月) (㎏/月) (㎏/月)

77.54 63.58

292 307.00 322.00 337

(㎏/月) (㎏/月) (㎏/月) (㎏/月)

243.8 305.14

1.0以下 1.0以下 1.0以下 1.0以下

0.93 1.19

1.0以下 1.0以下 1.0以下 1.0以下

0.62 0.38

273.8 272.4 271.1 269.7

(kg-CO2/㌧) （kg-CO2/㌧) （kg-CO2/㌧) （kg-CO2/㌧)

192.9 189.3

6.62 6.16 6.13 6.10

(kg/㌧) (kg/㌧) (kg/㌧) (kg/㌧)

6.42 6.66

0.430 0.430 0.426 0.421

(立法㍍/㌧) (立法㍍/㌧) (立法㍍/㌧) (立法㍍/㌧)

0.570 0.410

0.0649 0.0647 0.0645 0.0643

(kg/㌧) (kg/㌧) (kg/㌧) (kg/㌧)

0.0674 0.0700

299.4 299.40 297.90 296.4

（kg-CO2/万本） （kg-CO2/万本） （kg-CO2/万本） （kg-CO2/万本）

158.68 195.85

21.76 21.69 21.63 21.56

(kg/万本) (kg/万本) (kg/万本) (kg/万本)

17.45 17.61

124.0 109.95 108.85 107.76

(立法㍍/百万本) (立法㍍/百万本) (立法㍍/百万本) (立法㍍/百万本)

135.27 122.05

2.80 2.63 2.61 2.60

(kg/百万本) (kg/百万本) (kg/百万本) (kg/百万本)

2.42 3.11

337.28 337.28 333.91 330.57

(kg/百万本) (kg/百万本) (kg/百万本) (kg/百万本)

281.604 357.17

0.000 0.000 0.000 0.000

(kg/百万本) (kg/百万本) (kg/百万本) (kg/百万本)

0 0

18

※購入電力の東北電力(株)の調整後排出計数は、2018年度の0.528（kg-CO2/kWh）を使用

製品検査高あたりの二酸化炭素排出量

（kg-CO2/万本）

30

安心安全な

ボルトの提供

安心安全な

ボルトの提供

不具合0

安心安全な

ボルトの提供

不具合0

安心安全な

ボルトの提供

製品検査高あたりの水使用量（立法㍍/

百万本）

・2020年度目標は、2017-2019年度実績の平均値

・2021-2022年度目標は、対前年目標比1.0％削減

⇒排水処理の能力向上を実施し、対前年比で使用量削減したが、目標

に届かなかった

No

金属投入量あたりの廃棄物排出量（kg/

㌧）

・2020年度目標は、2017-2019年度実績の平均値

・2021-2022年度目標は、対前年目標比0.5％削減

⇒塗布系の油は従量削減できているが、設備の定期交換分が大

　きく影響し最終的に未達となった。

金属投入量あたりの水使用量（立法㍍/

㌧）

・2020年度目標は、2019年度実績

・2021-2022年度目標は、対前年目標比1.0％削減

⇒連続式熱処理炉の停止を計画的に実施し、冷却水使用量を

　削減できた

・世界初となる超高強度ボルトを安心・安全にお客様へ提供し、自

　動車エンジンに組み付け、従来エンジンよりも高出力及び燃費効

　率向上につながり、社会的な環境負荷削減に寄与する

⇒当該製品に関し流出不具合0を継続している

3

4

10

工場

14

15

16

11

12

13

5

流出損失・・・両工場

（社内目標値を1.0に換算）

相

馬

工

場

・2020年度目標は、2019年度実績

・2021-2022年度目標は、対前年目標比0.5％削減

⇒稼働率低下に伴い在庫品の処理が進み検査量に対し投入エネルギー

が減ったもの。

製品検査高あたりの廃棄物排出量（kg/

万本）

・2020-2022年度目標は、対前年目標比0.3％削減

⇒稼働率低下に伴い在庫品の処理が進み検査量に対し加工工

　程の稼働が低い時期があり大きく達成できたものと考えられる

17

6

8

9

目標実績

段ボールリサイクル量（kg/月）

・2020-2022年度の目標は、各年度の工程内損失

⇒5006/4175となり未達となった。

・2020年度目標は、2019年度実績

・2021-2022年度目標は、対前年目標比1.0％削減

⇒未達となった。在庫品の処理過程で発錆が見られたため、除去薬剤とし

て硫酸使用量が増えたものと推測される

・目標は使用ゼロ継続

⇒製品切替が進み0維持できている。

・2020年度目標は、2017-2019年度実績の平均値

・2021-2022年度目標は、対前年目標比0.5％削減

⇒未達となった。検査指示の下振れが要因

・2020-2022年度目標は、対前年目標比0.3％削減

⇒未達となった。人員交代によるミスコピー微増が主因

目標項目 コメント

・2020-2022年度目標は、前年度より二酸化炭素排出量を抑制

　する

⇒稼働率低下の影響は継続しており投入エネルギーが大きく下がった

2

会

社

全

体

7

1

〈２０２０～２０２２年　環境経営目標〉

製品検査高あたりの化学物質使用量「硫

酸」

(kg/百万本)

製品検査高あたりの化学物質使用量「6

価ｸﾛﾑ」（kg/百万本）

丸

森

工

場

金属投入量あたりのコピー用紙購入量

（kg/㌧）

製品検査高あたりのコピー用紙購入量

（kg/百万本）

材料投入に対する廃却鉄屑の割合

（％）

紙類リサイクル量（kg/月）

・2020-2022年度の目標は、各年度の客先流出損失

⇒前年以下の目標に対し3,535,901/9,197,329となり下回っ

　た。

・2020-2022年度目標は、対前年目標比0.5％削減

⇒前年継続し目標達成した。設備停止や休業などを行う事で前年度を

下回る事が出来た

金属投入量あたりの二酸化炭素排出量

（kg-CO2/㌧）

エネルギー使用量に対する二酸化炭素排

出量（ｔ-CO2）

お客様へ安心・安全な超高強度ボルトの

提供

・2020年度目標は、2017-2019年度実績の平均値

・2021-2022年度目標は、対前年目標比+15Kg/月

⇒段ボールに関しては目標未達ながら昨年より向上した。

・2020-2022年度目標は、2019年度実績から0.2％削減

⇒生産ロットの縮小に伴い段取損失率が見かけ上向上してしまった。

工程内損失

（社内目標値を1.0に換算）

・2020年度目標は、2017-2019年度実績の平均値

・2021-2022年度目標は、対前年目標比+5Kg/月

⇒提出資料の電子化など紙の使用量が下がっている事が原因と思われる

承認者 確認者 作成者

持木 宍戸 佐藤竜
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５．環境経営計画・実績及び実施体制 

 

（
倉

庫

・

出

荷

業

務

）

（
倉

庫

・

出

荷

業

務

）

基準日： 2022年4月1日

環　境　組　織　図

環境マネジメントシステム体制

凡例 環境管理総括者 ：代表取締役社長 長島 賢

環境管理責任者
工場長 持木 光記

熱

処

理

係

加

工

係

熱

処

理

係

２

係

検

査

係

製

造

一

課

品

質

保

証

課

総

務

課

製

造

二

課

鍍

金

係

ジ

オ

メ

ッ

ト

係

３

係

Ｆ

棟

丸

森

工

場

相

馬

工

場

業

務

委

託

１

係

検

査

係

特

命

課

環境管理委員会（職制会議）
委員長 持木 光記

環境管理事務局
事務局長 宍戸 清一

内部環境監査員

生

産

技

術

課

生

産

技

術

係

金

型

製

作

課

治

工

具

係

総

務

係

品

質

保

証

係

設

備

技

術

室

３

係

Ｃ

棟

生

産

管

理

課

サ

ン

物

流

相

馬

サ

ン

物

流

丸

森

生

産

管

理

係

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

省 エ ネ 法 

対 応 
  

ｴﾈﾙｷﾞｰ使

用量 

書式作成 

中長期計

画提出 

    
差し戻し

修正提出 
   

定期報告

書提出 

ガ イ ド ラ イ ン 

イ ベ ン ト 

環境目標

見直し 
 

油流出緊急

事態訓練● 

      

内部監査 

次年度に

延期 

代表者に

よる見直し 
環境目標

見直し 薬液流出

緊急事態

訓練● 

定期監査 

ガ イ ド ラ イ ン 

進 捗 

評 価 ・ 見 直 し 

活動評価

集計● 

活動評価

集計● 

活動評価

集計 
活動評価

集計● 

活動評価

集計● 

活動評価

集計● 

活動評価

集計● 

活動評価

集計● 

活動評価

集計● 

活動評価

集計● 

活動評価

集計● 

活動評価

集計● 
環境活動

レポート発

行● 

P R T R 法 届 出   

化学物質

使用量 

届出 

         

廃 掃 法 遵 守   

マニフェスト

発行 

枚数届出

● 

         

特 定 施 設 の 

届 出 
    

騒音測定

● 
  

工場境界

騒音測定

● 

    

作 業 環 境 測 定   

ショット、 

ジオメット

● 

     

ショット、 

ジオメット

● 
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６．環境経営計画の取組項目とその評価 

 

 

取組項目 実施内容 主担当 

① 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

⚫ 食事休憩時間等の消灯 

事務所、工場ともに食事休憩時間は消灯 

活動実施中。職場ごとに消灯チェックシートへ記録し活動 

今後も継続 

全体 

⚫ 照明設備の間引き 

普段必要としない電灯や明るすぎる場所は電灯を間引く 

事務所等でも間引き対応 事務所 

⚫ 照明設備の見直し 

順次、省エネタイプ（LED）への移行 

工場内の水銀灯照明を順次、LED へ移行する 

 (一方で工場内環境によっては LED 化を進められない事も有） 

工場 

⚫ 化学物質使用量削減 PRTR 法対応に伴い、規制物質含む有害物質を特定 

使用量報告を社内に義務付け、削減を意識付け 

メッキ 

⚫ 生産設備(主にモーター等)の節電 一部設備に実施中 工場 

⚫ コンプレッサーのインバーター化 C・D 棟 更新時インバーター化実施 工場/総務 

⚫ 梱包資材再利用化 

(ビニール、段ボールパット、PP バンドストッパー等) 

再利用化を継続実施 工場 

⚫  室内温度管理の実施 室内温度目標値を設定 

(丸森工場で工場外装維持の再塗装時に断熱塗料を施工済) 

事務所 

② 

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減 

⚫ 加工油の使用量削減 社内リサイクル設備の稼動継続 工場 

⚫ 廃油の外部リサイクル「廃油のリサイクル化」 リサイクル化継続 工場 

⚫ 加工油の延命化(加工油の洗浄装置の設置) 継続使用 工場 

⚫ 産廃量の削減(鍍金再処理の削減) 鍍金再処理を抑える メッキ 

⚫ 排水薬品使用量の見直し 使用量を最小限に抑える メッキ 

⚫ 紙類リサイクル推進 

紙類(コピー用紙、カタログ、書籍、ダンボール等)は焼却処

分ではなくリサイクル推進。焼却煤塵の低減を図る 

「ミックスペーパー分別基準」に従い分別し、活動 

シュレッダーくず、リサイクルの実施。社内へ呼掛け 

事務所 

③ 

水
使

用
量
の 

削
減 

⚫  節水運動の取り組み 今後も継続していく 全体 

⚫ 機器ごとの減圧調整 今後進めていく 工場 

⚫ 元水圧の減圧 今後進めていく 工場 

④ 

コ
ピ
ー
用
紙 

購
入
量
の
削
減 

⚫ 裏紙使用の徹底 実施中。裏紙回収箱を設置して活動 事務所 

⚫ 記録紙類の見直し(裏紙使用も可とする) 実施中だが、全体的なアナウンス実施  

⚫ リサイクル用紙の拡大 実施中。リサイクル回収用紙箱を設置して活動 事務所 

⚫ ペーパーレスへの移管 SDS(Safety Data Sheet)をデータにて保管。 

議事録等、電子メール活用中 

事務所 

⑤
グ
リ
ー

ン
購
入 

⚫ グリーン購入への取り組み 評価方法の確立 グリーン購入を購入するようにアナウンス 

（今後、評価方法を検討すべき） 

全体 

⑥
業
務
計
画
・
改
善
等 

⚫ 超高強度ボルト 安心安全なボルトづくり 専属チーム活動を実施し、安心安全な製品をつくる 

 

工場/生技/

品証/生管 

⚫ 不具合流出・工程内不良の削減 不具合流出と工程内不良に対してそれぞれ目標値を定め活動 

（不良を低減することが結果的に省資源、製造原価低減、 

廃棄物処理費低減の効果に繋がる） 

工場/生技/

品証/生管 

⚫ 製造コスト 製造コストに関わる各項目に対して活動 工場/生技/

品証/生管 

⚫ 自動化推進と予防保全活動 手作業工程の自動化推進、予防保全、メーカー修繕時立会い 工場/設備 

⚫ 改善活動 油漏れ、油飛散、油煙、静音化、落下品撲滅、落下高さ短縮

等の活動 

工場 

⚫ 5S 安全パトロール、ヒヤリハット、トップ診断、5S 相互診

断の実施 

5S 安全パトロール活動やヒヤリハット活動、トップ診断等を 

定期的に実施 

工場/総務 

⑦
緊
急
事
態

対
応 

⚫ 緊急事態対応訓練の実施 油漏れ・薬液流出・ガス漏れ緊急事態訓練を実施 

未経験者に対して実地訓練を実施 

総務 

⚫ 緊急事態対応用品の置き方の検討 現状の置き方がスペース的問題も含めベストであるか検討 工場/総務 

⚫ 消防避難訓練・地震避難訓練の実施 火災や地震発生時を想定した訓練の実施 工場 
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【まとめ】 

・両工場ともエネルギー資源の投入削減、廃棄物削減など目標を達成したが、これはコロナ影響や顧客

の半導体不足による操業度の低下が大きく影響している。環境が目まぐるしく動いており、活動状況の判

断指標について、有効性を意識しながら使用します。 

・作業環境は、工場内の騒音や照度測定、有機溶剤の作業環境測定を行い、問題ありませんでした。 

・業務計画や環境改善活動での油漏れ、エアー漏れ、静音化、油煙対策等は、継続活動します。設備

毎に「私がやっています！」と顔写真付き掲示を継続し、使命感や意識付け活動中です。 

 

 

＜2022 年度の取組み内容＞ 

2021 年度の取組み内容を継続します。

取組内容 実施内容 主担当 

⑧
作
業
環
境 

⚫ 工場騒音測定の実施（６ヶ月以内に１回実施） 騒音測定の実施 工場 

⚫ 照度の調査（６ヶ月以内に１回実施） 工場内、事務所等の照度測定を実施 工場 

⚫ 作業環境測定の実施 

（６ヶ月以内に１回実施） 

有機溶剤を使用しており、作業環境測定が必要な場所は、 

作業環境測定を実施して、結果をレビュー 

ジオメット 

⑨
法
令
遵
守 

⚫ 法令改正に対する情報の入手・対応 環境関連法規制運用表を年 1 回確認 

省エネ法 定期報告、中長期報告書の提出等を実施 

総務 

⑩E
A
2
1

の
運
用 

⚫ 社内文書の順次改訂 必要に応じて実施 事務局 

⚫ 内部監査の実施 内部監査を実施 事務局 

⚫ 従業員に『環境活動の必要性、重要性』の教育 連絡会等を活用し、教育を実施 事務局 

⑪
内
外
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
地
域
連
携 

⚫ 宮城県、丸森町の環境関連の催し物等への参加 会合へ参加 総務 

⚫ 福島県、相馬市の環境関連の催し物等への参加 会合へ参加 総務 

⚫ 外部意見の聴取会実施 必要に応じて実施 総務 

⚫ 敷地内緑化の推進 常に美しい工場を維持できるように活動 全体 

⚫ 外部とのコミュニケーション 会合へ参加 総務 

⚫ 地域連携 地域イベントへ参加(インドネシア実習生等も含む) 総務 

⚫ 海外拠点とのコミュニケーション 海外拠点向けの研修生受入れ等の実施 総務 
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７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び 

評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 

法的遵守義務を受ける主な環境関連法規は次のとおりです。 

 法令等 遵守事項 

1 騒音規制法 特定施設の届出、規制基準の連守 

2 振動規制法 特定施設の届出、規制基準の連守 

3 消防法，火災予防条例 
危険物保管の指定数量以上の許可申請、危険物保管の指定

数量以上の危険物取扱者の届出、定期の消防設備点検・報告 

4 廃棄物処理法 

保管基準、委託基準の連守、許可業者への処理委託、適正な

委託契約の実施、マニフェストの適正運用管理、マニフェスト交付

状況の年度報告 

５ 
宮城県産業廃棄物の処理の適

正化に関する条例 
委託先等の確認、産業廃棄物の性状の確認 

６ PRTR 法 特定化学物質の排出量等の把握及び届出 

７ 省エネ法 
エネルギー定期報告書・中長期計画書作成、エネルギー管理員

選任、建物・設備の省エネ措置届出・報告 

８ フロン排出抑制法 定期点検、適正な業者への回収委託 

９ 水質汚濁防止法 特定施設設置届出、事故時の措置、報告 

10 毒劇物取締法 盗難・流出防止、容器への表示・保管施設への表示 

 

当社に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありません。なお、関係当局よ

り違反等の指摘は、過去 3 年間ありません。また、訴訟及び外部からの苦情等もありません。 

 

８．代表者による全体評価と見直しの結果 

 

当社はサンノハシグループのマザー工場として、鍛造難形成部品等のあらゆるニーズに応え得る技術力

を構築し、他社には真似できないサンノハシ製品を作ります。 

超高強度ボルトを安心・安全にお客様へ提供し、社会的な環境負荷削減に寄与します。 

工場内の環境対策として、静音化や油煙対策を進め、海外工場が憧れる工場づくりを推進します。 

これまで同様、数値表現できない分野（緊急事態訓練、インドネシア実習生教育、会社 PR 等）の

活動も積極的に行います。 
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９．主な社会性活動・地域活動等 

 

9．1 『エネルギー管理優良工場』/東北七県電力活用推進委員会委員長の表彰 

 丸森工場は東北経済産業局主催の令和元年度東北地域省エネルギー表彰式に於いて、東北七県

電力活用推進委員会委員長『エネルギー管理優良工場』を受賞しました。 

  

 
 

9．2 インドネシア技能実習生の受入れ    

外国人技能実習制度を2012年11月に開始し、毎年インドネシアから外国人実習生の受入れを行

っています。

2022年6月時点で延べ受入外国人技能実習生の人数は36名、現在の受入在籍人数は

7名です。
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9．3 緊急事態訓練 

丸森工場と相馬工場にて、消防避難訓練（初期消火、水消火器訓練、消火栓訓練）、油漏れ緊

急事態対応訓練、薬液流失緊急事態訓練を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



13 

9．4 みやぎ優れ MONO 認定 

弊社の製品が「みやぎ優れ MONO」に認定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www1.odn.ne.jp/m-suguremono/ 

product/14th/touhokusannnohashi.html 

 

ネットでもご覧いただけます！ 
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9．5 MIYAGI ものづくり人材 PR 動画 

宮城県と協力し動画を公開しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動画の URL 

https://www.youtube.com/watch?v=2WheGH-DK60 


